
５
月
26
日
、
日
本
共
産
党
は

約
４
０
０
０
も
の
町
工
場
が
集

ま
る
全
国
有
数
の
「
も
の
づ
く

り
」
の
町
大
田
区
で
「
下
請
・

中
小
企
業
懇
談
会
」
を
開
き
、

町
工
場
経
営
者
な
ど
３
５
０
人

余
が
参
加
し
ま
し
た
。

党
区
議
団
は
、
懇
談
会
に
先

立
っ
て
、
町
工
場
の
実
態
を
つ

か
み
、
懇
談
会
の
案
内
も
し
な

が
ら
、
地
域
の
方
々
と
２
３
０

０
社
を
越
え
る
工
場
を
訪
問
。

ど
こ
に
行
っ
て
も
「
仕
事
が
ほ

し
い
、
仕
事
さ
え
あ
れ
ば
こ
の

不
況
を
乗
り
切
れ
る
、
東
南
ア

ジ
ア
に
発
注
し
な
い
で
区
内
に

仕
事
を
」
等
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

大
田
の
も
の
づ
く
り
を
守
る
、

ま
さ
に
正
念
場
で
あ
る
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。

懇
談
会
で
日
本
共
産
党
志
位

和
夫
委
員
長
（
衆
議
院
議
員
）

は
「
町
工
場
は
か
け
が
え
の
な

い
社
会
的
価
値
を
持
っ
て
い
る

『
日
本
の
宝
』
だ
、
そ
の
灯
を

消
し
て
は
な
ら
な
い
。
『
根
幹
』

に
ふ
さ
わ
し
く
本
格
的
な
振
興

を
は
か
る
政
治
へ
の
転
換
が
必

要
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。
会
場

か
ら
、
国
や
行
政
、
大
企
業
へ

の
要
望
や
仕
事
切
り
や
低
単
価

へ
の
怒
り
、
新
製
品
加
工
で
が

ん
ば
っ
て
い
る
な
ど
、
熱
心
な

発
言
が
続
き
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
か
ら
、
志
位
和

夫
委
員
長
は
じ
め
、
小
池
晃
参

議
院
議
員
（
党
政
策
委
員
長
）
、

都
議
会
議
員
、
大
田
区
議
団
全

員
参
加
し
ま
し
た
。

党
区
議
団
は
、
後
継
者
育
成

支
援
な
ど
懇
談
会
で
出
さ
れ
た

意
見
・
要
望
の
実
現
め
ざ
し
、

第
２
回
定
例
会
で
が
ん
ば
る
決

意
で
す
。

大
田
区
議
会
は
、
例
年
５
月

の
臨
時
議
会
で
、
議
長
、
副
議

長
、
各
委
員
会
の
正
副
委
員
長

な
ど
の
議
会
役
職
を
選
出
し
て

い
ま
す
が
、
長
い
間
、
区
議
会

で
は
、
区
議
会
議
員
選
挙
で
示

さ
れ
た
区
民
の
意
思
を
反
映
さ

せ
る
た
め
に
、
各
会
派
の
議
席

数
に
応
じ
て
議
会
役
職
を
選
出

し
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
５
月
25
日
行
わ

れ
た
臨
時
会
で
、
今
年
度
も
議

会
役
職
か
ら
区
議
会
第
３
党
の

日
本
共
産
党
区
議
団
を
排
除
し
、

２
０
０
７
年
の
区
議
会
選
挙
後

か
ら
４
年
目
に
な
り
ま
す
。

特
定
の
議
員
、
会
派
を
議
会

役
職
か
ら
排
除
す
る
こ
と
は
、

選
挙
で
示
さ
れ
た
区
民
の
意
思

を
無
視
す
る
も
の
で
す
。
こ
の

よ
う
な
異
常
な
区
は
東
京
23
区

を
み
て
も
あ
り
ま
せ
ん
。

区
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
も

「
役
職
を
排
除
さ
れ
る
こ
と
は

住
民
を
無
視
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
住
民
の
声
の
大
き
さ

（
議
席
数
）
に
応
じ
て
配
分
す

る
こ
と
が
民
主
主
義
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」
「
自
民
党
で
す

が
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
１
票

の
重
さ
と
し
て
、
会
派
の
数
と

し
て
当
然
割
り
当
て
る
べ
き
」

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。尚

、
臨
時
会
で
は
、
議
長
に

高
瀬
三
徳
議
員
（
自
民
）
、
副

議
長
に
は
渡
部
登
志
雄
議
員

（
公
明
）
、
監
査
委
員
に
は
溝

口
誠
議
員
（
公
明
）
を
賛
成
多

数
で
選
出
し
ま
し
た
。
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日本共産党がん検診拡大・プレミア付商品券第３弾実現

町工場の誇り支える政治に転換

民
主
主
義
ふ
み
に
じ
る

議
会
役
職
か
ら
日
本
共
産
党
を
排
除

「
日
本
の
宝
」
町
工
場
の
灯
を
消
す
な

下
請
・
中
小
企
業
懇
談
会

会派名 自民 公明 共産 民主

議員数 １７ １２ ７ ６

委員長 ６ ３ ０ １

副委員長 ４ ４ ０ ２

合 計１０ ７ ０ ３

会派別正副委員長数

※正副委員長数は常任委員会、特別

委員会、議会運営委員会の合計です

ご意見・ご要望をお寄せ下さい
下請け・中小企業懇談会（産業プラザ）

区
議
会
第
二
回
定
例
会

６
月
４
日
か
ら
始
ま
っ
た
区
議
会
第
二
回
定
例
会
で
、
補

正
予
算
が
出
さ
れ
採
択
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

○
女
性
特
有
の
が
ん
（
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
）
の
検

診
の
受
診
拡
大

１
億
４
９
５
４
万
円
。

○
プ
レ
ミ
ア
ム
付
区
内
共
通
商
品
券
発
行
助
成
（
第

３
弾
）
実
施

プ
レ
ミ
ア
分
５
０
０
０
万
円



５
月
16
日
か
ら
京
急
線
は
上

り
だ
け
高
架
化
さ
れ
ま
し
た
。

待
ち
か
ね
て
い
た
大
田
区
民
に
、

京
急
蒲
田
駅
に
停
ま
ら
な
い
快

特
が
１
時
間
に
３
本
あ
る
と
知

ら
さ
れ
、
大
き
な
怒
り
を
呼
ん

で
い
ま
す
。

交
通
問
題
調
査
特
別
委
員
会

は
、
26
日
、
30
日
と
会
議
を
開

き
、
急
き
ょ
議
会
と
し
て
抗
議

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

30
日
に
は
京
急
電
鉄
本
社
に
委

員
全
員
と
議
長
・
副
議
長
で
抗

議
に
い
き
ま
し
た
。
対
応
し
た

連
続
立
体
の
担
当
部
長
は
、
説

明
が
足
り
な
か
っ
た
こ
と
、
大

田
区
民
の
役
に
立
つ
ダ
イ
ヤ
で

あ
る
こ
と
を
、
繰
り
返
し
説
明

す
る
の
み
で
京
急
蒲
田
に
止
ま

ら
な
い
説
明
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

５
月
15
日
に
京
急
蒲
田
駅
通

過
反
対
区
民
大
会
が
開
か
れ
、

６
０
０
名
を
超
え
る
区
民
・
区

内
団
体
・
大
田
区
・
大
田
区
議

会
勢
ぞ
ろ
い
し
、
京
急
電
鉄
に

抗
議
す
る
熱
気
あ
ふ
れ
る
集
会

と
な
り
、
京
急
蒲
田
駅
に
「
新

エ
ア
ポ
ー
ト
快
特
」
を
停
車
さ

せ
る
決
議
を
採
択
し
ま
し
た
。

た
だ
ち
に
代
表
団
が
京
急
電
鉄

本
社
に
決
議
文
を
届
け
ま
し
た
。

５
月
16
日
か
ら
の
新
ダ
イ
ヤ

で
、
普
通
電
車
経
由
で
羽
田
空

港
へ
の
利
用
者
は
か
え
っ
て
時

間
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
等
、

区
民
に
は
不
便
に
な
っ
て
し
ま

う
問
題
も
出
て
き
ま
し
た
。

公
共
交
通
と
し
て
地
域
の
足

を
確
保
し
、
区
民
の
利
便
性
と

向
上
の
た
め
、
区
議
団
あ
げ
て

奮
闘
し
ま
す
。

小
学
１
年
生
が
た
ち
歩
い
て

授
業
が
で
き
な
い
、
中
学
生
に

な
っ
た
こ
と
の
環
境
変
化
に
対

応
で
き
ず
不
登
校
に
な
る
子
ど

も
た
ち
が
増
え
て
い
る
こ
と
に

対
し
て
東
京
都
は
、
今
年
か
ら

小
１
、
中
１
で
学
級
の
定
員
数

が
39
人
と
な
り
、
学
級
に
応
じ

た
教
員
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
「
ゆ
き
と
ど
い
た
教

育
を
求
め
る
全
国
署
名
」
や

「
東
京
で
30
人
学
級
を
求
め
る

署
名
」
な
ど
地
道
に
積
み
上
げ

て
き
た
父
母
・
教
職
員
・
地
域

の
み
な
さ
ん
、
労
組
・
民
主
団

体
の
粘
り
強
い
取
り
組
み
の
成

果
で
す
。

東
京
都
は
、
教
員
の
配
置
は
、

学
級
規
模
の
縮
小
か
、
チ
ー
ム

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
（
複
数
教
員
の

配
置
）
の
ど
ち
ら
か
で
よ
い
と

し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
大

田
区
は
学
級
規
模
を
縮
小
し
な

い
こ
と
に
し
て
、
各
小
中
学
校

に
通
達
し
て
い
ま
し
た
。

区

議
団
が
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
他

市
、
他
区
は
学
級
規
模
を
縮
小

し
て
い
ま
す
。

５
月
７
日
、
区
議
団
が
教
育

長
に
対
し
て
申
し
入
れ
た
際
、

子
ど
も
の
数
が
増
え
て
き
て
い

る
学
校
で
は
教
室
が
足
り
な
く

な
り
不
公
平
感
が
生
ま
れ
る
、

決
し
て
子
ど
も

の
数
が
少
な
い

か
ら
よ
い
授
業

が
で
き
て
い
る

わ
け
で
は
な
い

な
ど
、
で
き
な

い
理
由
を
述
べ

ま
し
た
。

区
議
団
は
、

１
、
大
田
区
で

も
学
級
規
模

を
縮
小
す
る

こ
と
、

１
、
東
京
都
に

対
し
て
30

人

学
級
を
実
現

す
る
よ
う
要

望
す
る
と
と
も
に
大
田
区
独
自

で
踏
み
出
す
こ
と

を
要
望
し
ま
し
た
。

党
区
議
団
は
、
長
引
く
不
況

の
大
波
は
収
ま
る
ど
こ
ろ
か
、

中
小
製
造
業
・
下
請
け
町
工
場

で
は
、
仕
事
が
な
く
廃
業
や
倒

産
が
相
次
ぎ
、
も
の
づ
く
り
集

積
の
崩
壊
が
進
む
な
か
で
、
町

工
場
へ
の
補
助
直
接
支
援
（
家

賃
・
リ
ー
ス
代
助
成
＝
固
定
費

助
成
）
を
国
、
都
、
区
に
求
め

て
き
ま
し
た
。
昨
年
末
に
は
、

中
小
業
者
の
み
な
さ
ん
と
危
機

突
破
大
会
を
開
き
、
世
論
と
運

動
で
全
国
初
の
直
接
支
援
の

「
も
の
づ
く
り
経
営
革
新
緊
急

支
援
事
業
」
と
し
て
１
０
０
社

対
象
に
５
５
０
０
万
円
を
実
現

さ
せ
ま
し
た
。
中
小
製
造
業
者

か
ら
、
「
仕
事
が
出
て
廃
業
瀬

戸
際
を
脱
出
」
な
ど
喜
ば
れ
ま

し
た
。
今
年
度
も
実
施
し
、
拡

充
さ
せ
る
た
め
に
力
を
つ
く
し

ま
す
。

ま
た
、
国
が
リ
ー
ス
協
会
に

通
知
し
た
機
械
の
リ
ー
ス
代
猶

予
の
実
現
め
ざ
し
が
ん
ば
り
ま

す
。

大
田
区
議
団
は
５
月
21
日
、

区
内
の
新
し
く
で
き
た
施
設
や

開
発
計
画
地
を
、
調
査
視
察
し

ま
し
た
。

「
お
お
た
っ
こ
広
場
」
は
今

年
４
月
か
ら
旧
区
立
幼
稚
園
６
ヵ

所
に
開
設
さ
れ
、
新
し
く
で
き

た
も
の
で
、
学
童
と
小
学
校
の

子
ど
も
た
ち
の
放
課
後
事
業
、

乳
幼
児
親
子
事
業
が
行
わ
れ
ま

す
。
正
規
職
員
１
人
と
非
常
勤

職
員
７
人
が
運
営
し
ま
す
が
、

多
い
時
は
１
０
０
人
以
上
の
子

ど
も
た
ち
が
利
用
し
ま
す
。
質

の
低
下
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

羽
田
旭
町
の
荏
原
製
作
所
を

ヤ
マ
ト
運
輸
が
購
入
し
、
工
事

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
後
方
に

佐
川
急
便
の
倉
庫
も
あ
り
、
羽

田
空
港
24
時
間
離
発
着
に
あ
わ

せ
夜
中
も
宅
配
便
、
物
流
の
ま

ち
と
し
て
、
騒
音
、
振
動
、
公

害
問
題
の
発
生
が
予
想
さ
れ
、

地
域
の
環
境
、
安
全
を
守
る
取

り
組
み
が
重
要
で
す
。

東
糀
谷
の
防
災
公
園
は
、
鮫

洲
の
試
験
場
計
画
な
ど
が
あ
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。
地
域
住
民
の

運
動
で
み
ん
な
が
憩
え
る
避
難

場
所
に
な
り
ま
し
た
。
震
災
用

ベ
ン
チ
設
置
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー

対
応
の
公
園
で
す
。

民
間
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
は
、
利
用
料
金
が
月
15
万
円

～
16
万
円
で
し
た
。

大
田
区
の
特
養
ホ
ー
ム
待
機

者
は
１
４
０
０
人(

う
ち
緊
急

殿
高
い
人
は
２
５
０
人)

、
特

養
ホ
ー
ム
の
建
設
は
待
っ
た
な

し
で
す
。
低
料
金
で
入
れ
る
特

養
ホ
ー
ム
の
建
設
を
大
田
区
に

要
望
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
区
民
施
設
「
大

森
こ
ら
ぼ
」
「
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
」
な
ど
視
察
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
見
学
し
て
、
区
民

の
皆
さ
ん
の
大
切
な
税
金
を
区

民
の
福
祉
暮
ら
し
に
使
う
よ
う

引
き
続
き
が
ん
ば
り
ま
す
。
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都
が
実
施
し
た
教
員
加
配
を
生
か
し

「
小
１
、
中
１
は
学
級
規
模

縮
小
を
」
教
育
委
員
会
へ
要
望

「おおたっこひろば」を視察する党区議団

教育長に申し入れる党区議団

京
浜
急
行
電
鉄
は
新
エ
ア
ポ
ー
ト

快
特
を
京
急
蒲
田
駅
に
停
め
よ

京
浜
急
行
連
続
立
体
高
架
化
は
、
交
通
渋
滞
解
消･

街
の
活

性
化
を
め
ざ
し
事
業
が
進
め
ら
れ
、
完
成
時
に
は
事
業
費
総
額

一
六
五
〇
億
円
、
京
浜
急
行
電
鉄
の
負
担
は
三
三
〇
億
円
、
残

り
は
国
税
六
六
〇
億
円
、
都
税
四
六
〇
億
円
、
区
税
二
〇
〇
億

円
の
税
金
を
投
入
す
る
大
型
の
公
共
事
業
で
す
。

区内の施設を視察調査
党区議団

↑
右
図

連
続
立
体
事

業
で
上
り
線
が
高
架
に

←
上
図

京
急
蒲
田
駅

通
過
反
対
区
民
大
会

町
工
場
か
ら
喜
ば
れ
た
全
国
初
「
も
の

づ
く
り
直
接
支
援
」
の
継
続
拡
充
を


